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編集後記・本誌はORの新しい手法の紹介，適用分野に とが知らされる.したがってORの新しい分野を探しそ

よって異なる問題解決方法の研究などORの分野拡大を の分野に飛び込んでいくことが重要なことと考える.ま

めざして編集してきている.また実例をできるだけ多く たこのような「革新を常に行なうこと J こそがOR に本

取り入れ，実際の場で有効なOR とは何か，どのように 質的に必要な精神かもしれない.

したら ORは有効に使われるかなどの問題を処理する方 その意味からすると木特集号[ライフサイクルJ は新

法を考える手がかりを読者の皆様に提供できることをめ しい分野への拡大の試みである.すべての変化するもの

ざしてきた. は「寿命(ライフ) J をもっとともに「循環(サイクル )J

特集号によっては一見直接的にはOR と関係がないよ しながら変化してゆくと考えられる.このような法則に

うに思えるかもしれないが， ORの範囲を広く考えるな したがっている現象に共通するものは何か，共通する間

らば関係が見えてくるものと思う.また新しい分野に出 題解決法は何か，共通する考え方，見方は何かというよ

ていこうとすればするほど当然特集論文の執筆者はOR うな考えが本誌を読んで生じてかっその答えを考えてい

学会といままでに直接関係の薄い方が多くなるために実 ただけたならば幸いである.

際にOR とはあまり関係がつけられない場合も出てく このような試みを繰り返して行なうことが OR の手

る.しかし一方，今まであまり ORの分野では扱われて 法，考え方に新しい方向を与える l つになるかもしれな

いなかったが大変有効な考え方，手法が多く存在するこ いと考えている山田善清)
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